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Series 地方発！我が教育委員会の取組
特集-2   地域と協働した生涯学習等に関する取組

はじめに1

　岡山市は、人口 707,657 人 ( 令和 8 年 5 月 1 日
現在 )、面積 789.95㎢の政令指定都市で、旭川と吉
井川が瀬戸内海に注ぐ岡山平野の中央に位置し、中四
国地方の交通の結節点となっています。市内には 37
の公民館 ( 地区館 ) と 21 の分館を設置しており、各
公民館には館長、社会教育主事、公民館主事、事務
員 ( 夜間対応 )、さらに市民協働局の地域担当職員を
配置しています。
　平成31年3月に策定した「岡山市立公民館基本方針」
( 以下「基本方針」) では、「ともに　わたしたちが　未
来をつくる　開かれた公民館」をスローガンに掲げ、概
ね 10 年間は「未来をつくる ( 地域づくり支援 )」「共生
のまちづくりの推進」「地域の防災力づくり」「若者と地
域をつなぐ」の 4 つの分野に重点を置き、持続可能な
社会づくりに貢献できるよう取り組んでいるところです。

　本稿では、令和 6 年度文部科学省「第 77 回優良
公民館表彰」で優秀館に選ばれた岡山市立高島公民
館の取組を紹介します。

岡山市立高島公民館の取組
～笑顔と出会う公民館を目指して～2

　高島中学校区は、岡山駅から直線約 5㎞の位置にあ
りながら、豊かな自然に恵まれ、史跡が集積する文化
財の宝庫です。もとは純農村地帯でしたが、岡山市の
発展に伴って市街化が進み、人口は約 2 万人となり、
現在は岡山市のベッドタウンの様相を呈す一方で、地
域の担い手の高齢化が進んでおり、担い手不足が課題
となっています。
　基本方針を策定した頃の高島公民館の年間利用者数
は約 4 万 5 千人で、市内でも利用者数が比較的多い
公民館でしたが、その多くは高齢者で、中高校生とそ
の親世代の利用者が少ない傾向でした。その背景とし
て、学校との関わりも、小学校低学年の公民館見学の
受入れや、昔遊び等の地域人材を小学校に紹介する程
度の限られたものであるなど、公民館の取組の中で若
者を意識したものが少ない実態がありました。

（１） 取組のきっかけ
　令和元年度、高島中学校区のすべての学校園がコ
ミュニティ・スクールとなったことで、学区内で子供た
ちのために何ができるかを改めて考えていく機運が高
まり、また、公民館長が中学校の学校運営協議会の委
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員になったことで、公民館も共に考えていくパートナー
へと変化していきました。
　その対話の過程で、今まで関わりの薄かった保護者と
のつながりができたことや、平成 30 年 7 月の西日本豪
雨を経て学区内でも防災への関心が高まっていたことか
ら、はじめて企画した講座が、令和元年度に実施した「30
代・40 代の防災を考える」という講座です。この講座
には小学校の保護者を中心に参加があり、「夜なら仕事
後に、子供連れでも参加できる」「地域で気軽に学ぶ場
がなかったが、公民館がこんなこともしていると知った」
など、参加者に公民館を肌で感じていただいたことで、
新しい利用者の掘り起こしにつながりました。
　次に、この講座への参加者を中心に 20 代から 50
代が緩やかにつながる「高島おしゃべりシェア会 ( 以下
シェア会 )」を結成しました。この会の参加者は多様で、
定期・不定期に集まってさまざまな話題について意見
を出し合っています。シェア会での話題やメンバーのア
イデアを形にしていく中で、新たな取組が始まり、新
たな主体の公民館事業への参画につながっていくなど、
シェア会の結成がその後の取組を生む大きな契機とな
りました。

【高島おしゃべりシェア会の様子】

（2） 新たな取組へ
①小学校の授業と関連付けた講座
　令和 2 年度から、小学校の単元と連動した公民館講

座を始めました。この講座は、学校での学びを効果的
に深めることを狙いとした体験学習を公民館で行うも
のです。この講座案を小学校に提案したところ、教務
主任が窓口となり、授業の年間計画を基に日程や内容
を調整することができました。そうして実現したのが、
6 年生理科「変わり続ける大地」の授業と連動した公
民館の防災講座です。　　
　令和 3 年度は、4 年生社会の「災害からみんなを守
るために」の授業と連動した体験講座を公民館で行っ
ています。令和 4 年度からは、町内会や大学生などに
も声をかけて、事前の打合せや当日の運営を協力して
行いました。
　こうしたつながりや対話を通して、小学校の教職員
の皆さんにも、公民館と連携することの意義を理解し
ていただけたのではないかと思います。小学校側の要
望を聴き、公民館の強みを生かした内容や地域人材を
提案することで、小学校の授業としての出前講座を実
現するまでに至りました。この出前講座でも、事前の
打合せや当日の授業には、地域や関係団体の方々に加
わってもらうようにしています。
②学校と地域・保護者との協働研修会
　令和 3 年度から、「学校と地域・保護者との協働研
修会」と称して、「地域とともにある学校づくり」への
理解を深め、地域学校協働活動の充実を図るための研

岡山県岡山市教育委員会岡山県岡山市教育委員会

【学校と地域・保護者の協働研修会の様子】
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修会を公民館主催で開催しています。講座の内容や講
師の選定は、事前に学校運営協議会委員や PTA 関係
者等と協議し、各学校園運営協議会の代表者で構成す
る連絡会にも諮って行っています。
　また、講座の運営では、教員と保護者・地域住民が
同じテーブルにつき、高島中学校区の目指す子供像を
共有し、取組についてアイデアを出し合うなど、講座
そのものが熟議の場となるように努めています。
③高島地域づくり隊
　令和 4 年度には、「地域の大人スタッフ」と共同の
公民館主催事業として、中高校生のボランティアチー
ム「高島地域づくり隊」を結成しました。「地域の大人
スタッフ」はシェア会の参加者や趣旨に賛同した有志の
ボランティアで、「高島地域づくり隊」のサポート役を
担っています。
　また、「高島地域づくり隊」は、令和 5 年度から、
地域から要請のあった行事でのボランティア活動だけ
でなく、自分たちで「地域を元気にする活動」として、
小学生以下の子供たちのための「たかしまキッズ夏祭
り」を企画・実施しています。

【たかしまキッズ夏祭り～お化け屋敷の受付の様子】

④高島・旭竜防災教育グループ (TKB)
　令和 5 年度には、公民館主催事業として、前述の出前
授業との連携講座をより充実するために、公民館からの呼
びかけで集まった地域の防災士等を中心に「高島・旭竜
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防災教育グループ (TKB)」を結成しました。TKB の活動
成果として、4 年生社会の「災害からみんなを守るために」
の授業で活用できる動画教材を制作しており、学区連合
町内会長や西日本豪雨で被災した真備町の小中高校の皆
さんに協力していただきました。
　また、授業と関連付けた体験講座として「たかしま防災
クエスト大作戦」を企画・実施しました。この講座は、「高
島地域づくり隊」、工業高校、大学、消防署などとも連携
して、令和 6 年度以降も継続して実施しています。

【たかしま防災クエスト大作戦の一場面】

（3） 若者を中心とした地域の未来づくりへ
　以前は利用者の固定化が大きな課題の一つでした
が、取組を進める中で、公民館事業に参画する小中高
校、PTA、地域諸団体、大学、NPO・企業等の様々
な主体とつながることができました。
　また、令和 4 年度の結成当時、中学生 24 人だった「高
島地域づくり隊」は、令和 7 年度には 68 人、年間活
動 45 回（地域ボランティア 18 回、自主企画イベント
9 回、自主研修会 18 回）となり、地域にも少しずつ
認知され、多数の感謝の声をいただくなど、地域活性
化に一役買うまでの存在となっています。
　さらに、学校と連携した講座は、令和元年度に防災
をテーマとした 1 講座から始まり、令和 7 年度には福
祉や自然環境などの分野にも広がり、講座数も 10 講
座に増加しました。学校と地域・保護者の協働研修会は、
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令和 5 年度から中高校生、令和 6 年度から小学 5・6
年生が参加するなど、参加者の輪が拡がっています。
　そして、これらの活動が教員志望の学生に対する実
践的な学習機会として機能するとともに、インターン
シップ参加者の中には岡山市職員（社会教育主事等）
として採用される方もいるなど、人材育成の面でも成
果を挙げています。

（4） まとめ
　これまでの取組によって、新たな世代の公民館利用
や、新たな主体の公民館事業への参画が着実に進ん
できたことや、新たな若者の活躍の場ができ、そのこ
とが地域づくりに貢献していることなどから、地域と学
校の協働活動の推進においても公民館が機能している
と実感しています。また、学校との連携にあたっては、
押し付けにならず、お互いが Win-Win の関係となれ
るよう、日ごろから意思疎通を図る必要があると再認
識させられました。
　一つのつながりが新たなつながりを生み、様々な取
組に発展していきました。こうした公民館の機能をこれ
からも大切にしながら、多様な主体とつながっていける
ように情報収集に努め、新しい取組へ挑戦していきた
いと思います。

次代につなぐ着実な一歩
～新たな地域づくりへ3

　本稿で紹介した高島公民館をはじめとする岡山市立
公民館では、地域づくりと学びの拠点として、多様な
主体と連携・協働しながら若者のみならず多くの人々
を巻き込み、地域づくりを進めています。　
　岡山市教育委員会では、こうした取組を踏まえ、令
和 7 年度に基本方針の中間評価・見直しを行い、令
和 8 年 3 月に基本方針を修正しました。修正版では、
ICT 活用による多様な学びの拡充、障害者や外国人等
の声を取り入れた共生のまちづくりの推進、学校連携
や地域人材等とのネットワーク強化による地域力の向
上、参加型評価手法の導入による事業展開の充実など
を加筆しています。
　基本方針は、「あってよかったと言える公民館と、誰
もが住みたい、住んでよかったと言える持続可能な社
会づくりに貢献していきたい」という言葉で締めくくっ
ています。市民とともに、持続可能な未来の地域を展
望した学びと実践をつなげる、そのような取組をこれ
からも豊かに循環していくことができるよう、公民館の
役割をしっかりと果たしていきたいと思います。
　なお、岡山市立公民館の取組は、令和 7 年 10 月
に岡山市で開催された「第 14 回グローバル RCE 会
議」にあわせて作成した「岡山市公民館 ESD 実践集
2025』にて紹介しています。詳細は下記 URL をご参
照ください。
(https://www.city.okayama.jp/
kurashi/0000013621.html)
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